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市
営
自
習
室
の
設
置

自
習
室
を
利
用
し
た
い
の
で
す
が
、
西

尾
市
立
図
書
館
は
名
鉄
西
尾
駅
か
ら
遠
く
、

満
席
で
利
用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
不
便

で
す
。
駅
の
近
く
に
市
営
の
自
習
室
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
新
た
に
市
営
の
自
習
室
を
設

置
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
の
図

書
館
や
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
な

ど
に
、
学
習
で
き
る
部
屋
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
西
尾
市
立
図
書
館

で
は
、
学
習
室
が
満
席
と
な
っ
た
場
合
、

会
議
室
を
臨
時
学
習
室
と
し
て
開
放
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

や
公
民
館
で
も
各
施
設
１
部
屋
、
学
習
で

き
る
部
屋
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

貸
室
の
使
用
状
況
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
秘
書
広
報
広
聴
課
、

西
尾
市
立
図
書
館
、
生
涯
学
習
課
）

 

矢
田
地
区
の
子
ど
も
の
生
活
環
境

区
画
整
理
が
進
む
矢
田
地
区
で
は
人
口

が
増
加
し
、
小
学
校
に
児
童
が
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。「
校
区
の
変
更
」
や
「
隣
の
小
学

校
に
通
う
」「
小
学
校
を
新
設
す
る
」
な
ど

の
対
策
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
、
歩
道
や

街
灯
が
な
い
道
路
が
あ
り
、
危
険
な
場
所

が
多
い
と
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
生

活
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
く
だ
さ
い
。

矢
田
小
学
校
区
の
児
童
数
は
４
年
度

に
最
大
に
な
り
、
そ
の
後
減
少
す
る
見
通

声

し
で
す
。
現
在
、
最
大
児
童
数
に
対
応
で

き
る
よ
う
校
舎
の
増
築
を
進
め
て
お
り
、

校
区
の
変
更
な
ど
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

全
て
の
道
路
に
歩
道
を
設
置
で
き
ま
せ

ん
が
、
町
内
会
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
道

路
へ
の
色
付
け
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
街
灯
は
道
路
照

明
灯
と
し
て
必
要
な
場
所
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
街
灯
が
な
く
暗
い
場
所
は
、
町
内

会
で
防
犯
灯
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
防

犯
灯
の
設
置
に
は
市
の
補
助
が
利
用
で
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
課
）

 

Ａ
Ｉ
な
ど
新
し
い
技
術
の
導
入

西
尾
市
に
は
外
国
人
が
多
く
住
み
、
今

後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
外
国
人
の

生
活
で
障
害
と
な
る
言
語
の
問
題
を
軽
減

す
る
た
め
、
Ａ
Ｉ
技
術
な
ど
を
積
極
的
に

導
入
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
小
・
中
学
校
に
多
言
語
音
声

翻
訳
機
を
導
入
し
、
日
本
語
で
の
意
思
疎

通
が
困
難
な
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
課
で
は
自

治
体
向
け
音
声
翻
訳
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

研
究
開
発
の
実
証
実
験
に
参
加
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
技
術
の
活
用
は
、
外
国
人
へ
の
各
種

案
内
や
手
続
き
だ
け
で
な
く
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
事
務
の
効
率
化
に
も
有
効

で
す
。
今
後
も
、
効
果
の
高
い
Ａ
Ｉ
技
術

の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
（
地
域
つ
な
が
り
課
、
情
報
政
策
課
）

 

市
内
の
バ
ス
路
線
の
見
直
し

巨
海
町
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
交
通
が

不
便
で
な
か
な
か
出
掛
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
を
通
し

て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
六
万
石
く
る
り
ん
バ
ス
だ

け
で
は
な
く
、
各
公
共
交
通
の
連
携
で
移

動
手
段
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
か

ら
の
徒
歩
圏
に
停
留
所
が
あ
る
名
鉄
東
部

交
通
バ
ス
や
ふ
れ
ん
ど
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
名
鉄
東
部
交
通
バ
ス
の
寺
津
線

が
４
月
に
廃
止
さ
れ
ま
す
が
、
六
万
石
く

る
り
ん
バ
ス
で
代
替
す
る
予
定
で
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
つ
な
が
り
課
）

　「市民の声」は、市政に対する意見や要
望を皆さんから広くお聴きする制度です。
その一部を要約して紹介します。
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広
報
に
し
お
の
見
直
し

広
報
紙
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
見
ら

れ
ま
す
。
紙
で
の
配
布
を
減
ら
す
な
ど
、

印
刷
経
費
を
削
減
で
き
ま
せ
ん
か
。

広
報
に
し
お
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
、
市
の
情
報
は
公
式
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
印
刷

経
費
の
削
減
と
配
布
す
る
町
内
会
の
負
担

軽
減
な
ど
を
目
的
に
、
２
年
４
月
か
ら
広

報
に
し
お
の
発
行
を
月
１
回
に
し
ま
す
。

併
せ
て
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
よ
り

親
し
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
な
い
状
況

も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
紙

で
も
配
布
し
ま
す
。  （
秘
書
広
報
広
聴
課
）

 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
園
の
除
草

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
公
園
は
、
草
が
伸
び

っ
ぱ
な
し
で
す
。
い
つ
で
も
安
全
に
使
え

る
よ
う
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
に
は
野
球
場
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

な
ど
の
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
２５
施
設
あ

り
、
除
草
を
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

草
の
生
育
が
早
い
春
や
夏
は
、
市
の
管
理

だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
い
た
め
、
施
設
の

利
用
団
体
が
自
主
的
に
除
草
し
た
り
、
市

の
職
員
が
臨
時
に
除
草
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
点
検
の
頻
度
を
上
げ
、
利
用
し
や
す

い
環
境
を
保
つ
と
と
も
に
、
施
設
の
統
廃

合
・
再
配
置
を
含
め
、
効
率
的
に
管
理
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
課
、
公
園
緑
地
課
）

 

運
動
会
の
半
日
開
催

熱
中
症
の
予
防
や
保
護
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
に
、
小
学
校
な
ど
の
運
動
会

を
半
日
に
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
ま
す
。

西
尾
市
で
も
導
入
し
ま
せ
ん
か
。

小
学
校
の
運
動
会
の
日
程
は
、
児
童

数
を
始
め
、
家
庭
や
地
域
と
の
交
流
機
会

の
確
保
、
学
校
や
地
域
の
実
情
を
考
慮
し

て
各
学
校
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

小
学
校
の
運
動
会
を
半
日
開
催
に
す
る
予

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

応
援
席
へ
の
テ
ン
ト
設
置
や
、
当
日
の
気

温
な
ど
に
応
じ
た
十
分
な
水
分
補
給
、
臨

時
休
憩
時
間
の
確
保
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

こんなうれしい意見も 市政への意見などをお寄せください

吉良図書館の職員
軽度の障害がある息子は本がとても好きで、吉

良図書館をよく利用します。職員の方がいつも丁
寧に対応してくれ、楽しく過ごすことができ、図
書館が大好きな場所になっています。

絵本の原画展
　西尾市立図書館で開催された絵本の原画展がと
ても楽しかったです。西尾市出身の絵本作家を知
ることもでき、有意義でした。
　その週の新着本を紹介するコーナーは、興味深
い本が紹介され、いつも楽しみにしています。

　「市民の声」は、公共施設にある投書箱に備え付
けの専用用紙を投かんするか、市ホームページの

「市民の声」入力フォームから送信してください。
また、郵送やファクスでも受け付けています。文
書に「市民の声」と明記してください。受け付けか
らおおむね２週間以内に回答しますが、時間を要
する場合もあります。
郵送先　〒４４５―８５０１住所不要
ファクス　５７・１３１３
投書箱設置場所　市役所行政情報コーナー、各支

所、総合福祉センター、西尾市保健センター、
西尾勤労会館、佐久島東渡船場、文化会館、西尾
市立図書館、各ふれあいセンター（幡豆ふれあい
センターを除く）、吉良町公民館、幡豆公民館

「市民の声」を市ホームページで公開
「市民の声」に寄せられた意見

などの中で、市政運営の参考と
なるものの要旨と回答を公開し
ています。市ホームページや市
役所行政情報コーナー、各支所
で閲覧できます。
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